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【要 旨】
人の自己形成には、他者との関係による様々な刺激が必要であり、刺激により内面的変
化が惹起されることで、多様な視点を獲得し自己概念が発達すると考えられる。小学校で
は、学級形態の特性上、対人関係が規定されがちであることから、学級集団内での相互作
用が重要であり、特に学級担任の行動は児童にとつて大きな刺激の一つになる。本研究で
は、オーセンティック・リー ダーシップモデルに着日し、学級担任が人として教師として
何かを大切にしている自分(Authentic ser:AS)を自覚し、それを行動に表出することは
行動)が、児童にどのような影響を及ぼすのかを検討した。
研究1では、まずライフイベント・ トレイルにより学級担任のASを抽出し、A行動の
出現程度の可視化のため「学級全体への発話に発話)」 に焦点化、継続記録した。児童の
自己概念はTST(20答法)によつて、自己開示行動、学級内関係性は質問紙によつて測
り、A発話出現率との相関を分析した。分析の結果、1)A発話出現率と自己概念の「社
会的自己の内面的側面 (r=o.64)」「学業的自己の表層的側面(r=o.50)」2)A発話出現
率と級友への自己開示度(r=o.52)3)A発話出現率と学級内関係性の「親友親密度(r
=0.56)」「自己存在感(r=o。70)」に、有意な相関が見いだされた。
研究2では、A行動を効果的に表出するため、学級担任のAS自覚を促す場の設定や
ASを活かした授業を計画し、実践した。結果から、実践者のA発話出現率が上昇すると
ともに、学級内関係性の「自己存在感」「担任信頼感」が有意に向上していることが認め
られた。
本研究において、児童の内面的変化のプロセlスや学級内の相互作用を意識しつつ、教師
自身がASを自覚し行動として表出することによつて、児童あるいは学級全体にポジティ
ブな影響を与え得ることが示された。この結果を、学校現場で活かしていくためには、よ
り効果的なAS研修の在り方を吟味していくことが必要となろう。本研究で得られたこと
を一助として、さらに研究が進められることを期待したい。
I.問題
小学校に通う児童にとつて、学校生活における学級での人間関係は重要であり、学級担
任の指導により、児童の心理的 。社会的な発達が促進されなければならない。
Su■ivan(1953)は、8歳～12歳頃には、満足欲求や安全欲求を経験する他者としての
仲間の存在が重要となり、劇的な心理発達上の変化が生じるとした。また、他者と自己の
体験を比較する事により自分の人格に修正を加える能力が急速に発達し、自己や他者につ
いての限定的な考えが訂正されるとも述べている。Rosenberg(1986)は、児童期には年齢
の積み重ねとともに、他者との関係性による心的状態に基づいた自己表現や自己知覚が多
くなるとしている。「自己」は、自分を知るものとしての「主我 (I)」と、知られるもの
としての「客我 (me)」に分けられ、「客体としての自己」にあたるものが自己概念とさ
れている(JЯmes,1892)。この考え方は、他者から見える自分を自分がどう解釈するかに
よつて自己規定が変わるといつた、対人的、社会関係的側面が強調されている。これらの
知見を、学級という形態によつて対人接触がある程度規定される小学校生活において考え
た場合、学級内の他者との関係性の中で、どれだけ刺激を得て、いかに多様な視点を獲得
するかということが、児童の自己概念形成にとつて非常に重要であることを示していると
言えよう。
一方、学級集団の指導者である学級担任は、児童の自己概念形成にとつてどのような存
在になるのであろう力、1980年代から90年代にかけて、欧米の多くの研究者が、肯定的
な自己概念を育てることは初等教育における一つの重要な目的であり、子どものパーソナ
リティの発達や学業成績の向上、円滑な対人関係の構築、精神の安定につながるとしてい
る(富岡,2013)。その意味では、日本の教師も児童の肯定的な自己概念形成のための視点
を念頭に置き、意図的な教育活動を営むことが望ましいということが言える。丹羽(1995)
は、浜名ら(1983)の研究を基に、教師は子どもから学級集団の仲間に対して平等な関係
を持つことが期待されると同時に、個々の子どもとの情緒的なつながりをもつた人間的接
触をすることが期待されていると述べ、その上で「1クラスの子どもすべて個別に話す機
会を持つことは現実的には不可能である」としている。確かに多くの時間を、知識伝達を
中心とする複数の教科指導にあたる中で、全ての児童との個別の対話や相互作用の機会を
得ることは難しいかもしれない。それでも学校現場の多くの教師の姿からは、毎日学級の
児童全員にまでとはいかなくても、平等性と個別性への配慮を欠かさない努力がなされて
いることが十分にうかがえる。
しかし、「個別のふれあいでのやりとり」の重要性もさることながら、学級経営的な観
点から、一人の学級担任が学級の児童全員に投げかけた行動から、個々の内面の変容や他
者との相互作用を生み出すことも可能なのではないだろうか。むしろ、「個別のやりとり」
と「学級全体でのやりとり」の両側面からの均整的なアプローチによって児童にポジティ
ブな影響を及ぼせることこそ、児童の心理的。社会的な発達や円滑な学級経営に必要であ
り求められることなのではないかと考えられる。
(1)研究の方向性
以上の問題をふまえ、本研究では、教師と児童の相互作用的な影響過程をリー ダーシッ
プの理論枠から検討したい。Chemers(1997)によると、リー ダーシップとは、集団の機
能であり、リー ダーとフォロワーの相互作用に基づく社会的影響過程で、ある共通の課題
達成に関して人々が互いの援助と支持を得ることを可能にするプロセスである。このプロ
セスは、まさに学級内での教師と児童の相互作用過程だと言えよう。それでは、その過程
において、フォロワーである児童は、リー ダーである学級担任からの影響によつてどのよ
うな内面的変化を起こすのであろうか。
1)内面的変化のプロセスと自己概念形成
先述したSu■ivan、Rosenberg、Jamesの知見を総合的にとらえると、人の内面的変化
のプロセスには、他者からの刺激に対して生じた反応によつて、自分をとらえ直す内的な
作業が含まれると考えられる。
教師からの刺激を受けた児童
が何らかの反応を示すと、教師
あるいは周囲の他の児童が反応
する。双方向の反応による相互
作用の中で、それぞれが自らの
行動やその基底にある思いや考
えを内省 し、確信や再構成の機
会を得ることになる(Figurel)。
これは、自己概念形成のための
Figurel 内面的変化のプロセス
重要なプロセスともなる。すなわち、児童は重要な他者である教師からの刺激に反応する
ことで、反応の主体である「自己」をよリー 層意識できるようになり、自己概念の分化や
多様化がなされると考えられるのである。Shavelsonら(1976)は、自己概念は年齢とと
もに分化し、幼少期から児童期にかけては自分と環境との区別が厳密にはできておらず、
自己概念も包括的で分化していないとしている。特に小学校児童の自己概念は安定的でな
い可能性が高く、他者との多様な関係性において比較的短いスパンで変化が生じると推測
される。このような意味からも、学級担任が他者のひとりとしての役割を意識的に担い、
児童が日々多元的に自分を見つめられるようにすることが重要であると考えられる。
2)オーセンティック・ リー ダーシップ
三島・淵上(2010)は、学級集団、児童・生徒個人に及ぼす教師の潜在的な影響力につい
ての研究で、子どもにとつて教師からの影響を大きく受ける要因に「自信・一貫性」力｀あ
ると述べている。具体的には、「自信をもつて指導している」「状況に左右されず一貫性が
ある」「信念に基づいて指導している」「厳しさと楽しさのけじめがある」といつたことを
児童 0生徒が感じた場合、大きく影響を受けるとした。さらに、これらは学級集団、個人
どちらにも同程度の影響があるともしている。,これらの研究結果は、Figurelのような相
互作用をより多く生起させるためには、刺激の発信者である教師の「人となり」が重要で
あり、子どもが、教師の行動や態度から「ぶれない信念」のようなものを感じ取れること
の必要性を示していると考えることができよう。そこで、本研究では近年のリー ダーシッ
プ研究の中で、特に「オーセンティック・リー ダーシップモデル」に着日して進めていく。
オーセンティックとは、「本物の、本来の」などを意味する言葉である。竹西ら(2013)
は、「オーセンティックリー ダーは、自己形成の過程を経て築きあげた本来の自分(オー セ
ンティック0セルフ)を自覚し、その自分を偽ることなく行動に反映させることによつて、
フォロワーにポジティブな影響を及ぼす」と述べている。また、「様々な経験と内省によ
つて培われた『生きていく上で大切にしている価値観・信念』あるいは『 自らの生き方・
生き様』を自覚し、その自覚を基盤にフォロワーに接し、意思決定を行うことがオーセン
ティックな行動である」ともしている。この論に立てば、教師 (リーダー)のオーセンテ
ィックな行動は、児童(フォロワー)や学級集団にポジティブな相互作用を惹起するきつか
けとなり、ひいては子どもの自己概念形成を促進する影響を及ぼすと言えよう。これらの
ことから、教師と児童の関係性が重視される学級経営の在り方を探つていく上で、本モデ
ルの適用が有効であると考えられるのである。
3)学級と自己開示行動
相手にわかるように自分のことや自分の思いをあらわにする行為を「自己開示」という
(Jourard,1971)が、学級内でのポジティブな相互作用は、教師―児童間、児童一児童間に
おける自己開示行動と密接な関連があると考えられる。なぜなら、互いが正直に自分の思
いを表出できなければ、学級内での多様な反応の往還は生起し得ないし、やりとりに虚偽
や虚勢が垣間見えるようでは、不信感が生じてしまいポジティブな相互作用にはならない
からである。その意味では、児童の自己開示的な行動表出の高まりを、ポジティブな相互
作用の具体的な表れの一つとしてとらえることもできよう。すなわち、教師のオーセンテ
ィックな行動により、児童相互の自己開示行動が促進されると考えられるのである。また、
Avolioら(2009)は、オーセンティック0リーダーシップの構成要素に、「状況に応じた感
情や開放的な情報の共有を通して正真の自己を提示すること」「自分の強さと弱さを理解
し、あるがままの真実の自己を意識すること」などを挙げている。このことは、オーセン
ティック行動の一つとして、学級担任が「偽らない自己を語る」ことの必要性を示してい
ると言える。このように見ると、学級担任のオーセンティックな行動には自己開示的要素
も含まれており、学級全体に向けて表出するこのような行動は、児童の自己理解や自己開
示行動の促進、そして学級内の関係性の向上にも寄与し得ると考えられる。
(2)オーセンティック・セルフ (Authentic self)の査定法
以上のように、オーセンティック・リーダーシップの枠組みを適用するためには、その
教師個人の「偽らない自分」とはどのようなものか、「信念」や「価値観」は何かという
ことを、ある程度明らかにすることが欠かせない。そこで、竹西ら(2013)が提唱した「ラ
イフイベント・ トレイル法 (Life‐vents nail Method:以下LETと略記する)」 に基づ
き、その査定を行うこととした。LETとはリー ダー (ここでは教師)が、自己形成過程
において経験してきた重要な「出来事」「体験」を振り返り、自分の信念や価値観の原点
を発見 。確認するものである。具体的な作業内容としては、まず現在の自分に至る過去、
今の自分が形成された過程において実際にあった出来事 (ポジティブ、ネガティブ経験の
両側面に区分)を思い出して時間軸上に位置付け、マッピングする。次に、過去の経験か
ら得られた信念や価値観、すなわち「生きる上で大切にしたいこと」を本人が抽出し、段
階的に意識化させていく質問を行う。これを、「人としての人生を振り返つて」という教
示と「職業人 (ここでは教師)としての人生を振り返つて」という教示のもととで2回行
う、というものである。実施によって「経験を通じて、価値観や生き方が明確に形成され
ているか」「価値観や生き方において、役割としての自己と本来の自己が矛盾なく統合さ
れているか」などが明らかになるとされている。本研究においては、LETによつて確認
された「信念」を中心とした教師の自己概念を「オーセンティック・セルフ (以下ASと
略記する)」、その行動表出を「オーセンティック行動 (以下A行動と略記する)」 と呼ぶ。
(3)研究目的
以上をふまえて、本研究の目的は二つからなる。研究 1では、教師のA行動が、学級
の児童にどのような影響を及ぼすのかを明らかにする。具体的には、1)児童の内面に着
日した自己概念形成への影響 2)児童の学級内での友人に対する自己開示行動への影響
3)学級集団レベルでの関係性にもたらす影響の3視点で検討していく。学級担任が、教
師一児童間、児童―児童間の相互作用を大切にし、自らのASを偽ることなく行動として
表出していくことで、児童の自己概念の分化・多様化、自己開示行動の促進に寄与すると
ともに、学級内の関係性の向上につなげることができるのではないかと考えられる。研究
2では、教師のA行動の表出を企図した場の設定や授業プログラムを開発 。実践し、その
効果性について検討する。
これらのことが明らかにで
きれば、児童の心理的。社会
的な発達に有益となる学級
経営 とはどのようなもの
か、一考することに役立て
られ るのではないだろ う
か。(Figure2)
Ⅱ.研究 1
(1)研究 1‐1
研究 1‐1では、学級担任のA行動によつて、児童の自己概念にどのような変容が見ら
れるのかを明らかにする。ここでは、自己概念を「自分自身や他者が自分の特徴をどうと
らえているかについての自分の考え」とし、成長とともに分化・多様化していくことが望
ましいものととらえる。Damon&Hart(1982)は、年齢の積み重ねとともに、身体的自己、
行動的自己、社会的自己、心理的自己の順に自己概念が発達していくとしているが、本研
究では、10～12歳という発達段階での自己概念は安定的でなく比較的短いスパンで変化
Figure2 研究の仮説的全体図
が生じると予想されることから、他者との相互作用の促進によつて、上記のような自己概
念の各側面をバランスよく自覚できることが望ましいととらえることとする。なお、ここ
での「分化」とは、すでに内在化している自己規定の際の主要な着眼点から生じる下位概
念が増えていくことであり、「多様化」とは着眼点自体に新たな視点が加わつていくこと
を示す。学級担任のA行動は児童にとっての刺激となり、自己概念の分化・多様化の促
進につながるのではないかと推測される。
A行動には、身体的行動、対人的態度、感情表現など様々な形態があるが、なぜ発話に
焦点化するのかについて説明しておきたい。理由は二つあり、一つはリー ダーである学級
担任の行動の場合、前述の諸形態は言語による表出行動(発話)に付随するものであること
が多いと考えられることにある。そしてもう一つは、茂呂(1997)が「発話はコミュニケー
ションの過程に実際に存在する単位であり、その始まりと終わりを容易に見つけることが
できる具体的な単位である」と述べているように、学級全体に機能し得る刺激としてのA
行動を見ていく上で、他の行動よりも、行動の有無や頭尾を明確に把握できる発話に焦点
化することが望ましいと考えられるためである。
<方法>
i.児童の自己概念についての調査
① い けStatements lst:20答法 (以下TSTと略記する)の採用
TSTは、「私は～」という一人称代名詞に続いて、20の文を作成する方法でありKhun
&McPartland(1954)によつて開発された。自由回答法なので、調査対象者は自分自身を
自分の言葉で自由に表現することができる。また、個人が置かれた状況や関心、注目して
いること、「自分はこうだ」と認知している特性、その認知する特性を持つことへの評価
や態度など、個別的で記述的なデータが得られる。さらに、各反応のカテゴリー 化により、
数量化や系列の分析、記述領域の偏りなどの分析が可能となる。
② TST実施手順
* 平成25年3月に、F tt G市立H校の児童4～6年の数名ずつを対象に、予備調査を
行つた。発間の仕方、回答用紙の問題点を吟味し、教示文の改善を行つた。
* 平成25年4月中旬に、G市内の4～6年の5学級 (全て単学級でクラス替えはなし。
全 129名)を対象に実施した。なお、継続的に変容を見るため、学級担任が実施できる
よう、「実施説明文」「児童への教示文 (追補1参照)」 も作成した上で、実施方法の詳
細を説明し、709011月の継続的な調査の実施に協力してもらつた (内2学級は9月
の実施はできず)。
③ 回答の分類方法          m...占¬揃A⌒でμtt A⌒′ヽ覇
的自己」となっているが、児童の発達段階をふまえ、学齢期には学業に関することから自
己をとらえることが多いとするShavelsonらのモデルを取り入れた分類とした。(例文は
追補2参照)
il.学級担任のオーセンティックな発話 (以下A発話と略記する)の測定
① 録音方法
* F tt G市内H校40506年担任 3名 (教師A・BOC)、G市内H校以外の協力校
4・5年生担任2名 (教師D・E)を対象に、朝の会、終わりの会後の「先生の話」の時
間にICレコーダーで録音した。期間は4・6・7・9011月の内1週間ずつ。
* どの学級も、朝の会の後、終わりの会の Table2各学級担任のオー センティック・セルフ
Damon&Hart(1982)による自己概念
の発達図式を榎本(1998)が改変したも
の、Shavelsonら(1976)の自己概念の多
次元階層因子モデルを参考に、8観点で
分類した(Tablel)。「Ⅱ学業的自己」に
ついては、Damonらの図式では「行動
後ともに10分ほどの時間が設定されてい
る。その時間を満度に録音した場合、[朝
の会 10分十終わりの会 10分]×5日=
100分が発話場面合計時間となる。しか
し、朝の会、終わりの会の時間が延びた
り、帰 りの準備等に時間がかかつたりす
ることも日常的にあり、録音時間は日々
異なる。
② A発話出現率
* 発話場面合計時間のうち、LETの実施
によって抽出した各教師のAS(Table2)
Tablel自己概念の下位概念の分類
表層的側面 内面的側面
心理的自己 一般的は「A7●麟い」の感情 け人、社会関係
に関する包播
白自己露知
社会的自己 士会的な立場、役割、行動に関ケる事実
け人、社会関係に関する思い
1評価・顧望・配慮・不安)
学葉的自己 姜業における行動に関す科に
姜業に関する思い
1評価・願望・配慮・不安)
I 身体的自己 キ体的特性、身体的行動に関ケ神 実
雅 的特性、行動、能力、技能
こ関する思い
?
?
?
★ 人 との力功 オ
"を
大 切 にできるあた たか い 心 を持 つ こと。
★ 自分 のこと(名前 、体 、心 、命 )を大 切 にす ること
★ 元 気 で気 持 ちの よしち いさつ や 返 事 が で きること
★ 当た り前 のことが 当た り前 にで きるようになることで 、自信
につなげていくこと。
?
?
?
★ できるで きな いで は なく、や るか や らな し
"ヽ
が 大 切 。(挑戦
す ることの 意 義 )
★ 自分 で 考 えて行 動 す る。 ★ 人 の ことでも行 動 に移 せ る。
★ 人 との力め オ,りにお いて責 任 ある行 動 をとること。
★ 人 との 力
"オ"の
中 で 、楽 しく元 気 に過 ごす こと。
★ 人 の 思 い をしつか りと聞 きつ つ 自分 の思 い をは つきりと伝
?
?
?
★ 心 (気持 ち)の持 ち方 を 自分 自身 で 調 整 で きること
★ 人 の 話 を 目と耳 と,いで 真 剣 に聴 くこと(その ことが 相 手 をメ
切 にす ることにつながる)。
★ 誰 に対 しても思 しヽ やりの心をもつて接す ること。
★ 責任 と自党 ある行 動をとること
?
?
?
★ でき た 、で きなか つたで は なく、自分 自身 が 伸 びた か どう
か が 重 要 である。
★ 人 に思 いや りを持 ち、自分 らしく楽 しい 学 校 生 活 を送 るこ
とを大 事 にしたいということ。
★ 人は認 められ る経験 の 中て、成 長 していくものである。
★ めあてに向 けて努 力す ることが大切 。
?
?
?
★ 目標 に 向 力つ て、あきらめず がん ば りぬ く(継統 的 な努 力
の 過 程 を大 切 に した い )。
★ 自分 の 言 葉 で 、思 いを伝 えようとす ることが 大 切 。
★ で きることは イ可か 、自ら考 えて行 動 す ることが 大 切 。
★ 周 囲 の 人 との 和 、人 とのか か わ り(コミュニ ケー カ ン)を大
切 にす る。
★ 真 っ直 ぐ (誠実 に)に生 きる^
と関連のある発話の時間が、どれだけの割合を示すか表したものをA発話出現率とす
る。lASの抽出方法は研究2に示す)
* A発話時間は、児童に向けて発話した後、児童に発表させたり話し合わせる時間を設
けたりした場面は省いている。ただし、発話に伴う児童の反応に対するやりとりから生
じる相互作用的な対話については、A発話時間に含む。なお、4月分の発話内容の分析
は6月中旬のLETの実施によるAS抽出後に行つた。
<結果>
i.学級担任のA発話出現率
5名の学級担任のうち、教師 C・Eは総じて50%前後と安定的であつた。教師A・B・
Dは、時期によりばらつきがあつた。(結果一覧表は研究2のTable9に示す)
il.児童の自己概念の変容
して表したものである。(χ2検定の結果Fむ眠e3は、分類別個数を各学級内での割合と
を次頁Table3に示す)
教師A学詢 教師C学級 ※9月は未実施
口身体表層  S学業表層  口社会表層  口心理表層
口身体内面  口学業内面  口社会内面  口心理内面
口空想   И未回答
表層的側面     内面的側面
11月C
7月C
4月C
ll月A
ア月A
4月A
教師B学級
口身体表層  ●学業表層  口社会表層  口心理表層
口身体 内面  口学業内面  口社会 内面  □心理 内面
口空想   □未回答
表目的僣面      内面的側面
教師E学級
日身体表層  国学業表層  ●社会 表層  口心理表層
口身体 内面  口学案内面  口社会 内面  口心理内面
日空想   日未回答
表層的側面      内面的側面
教師D学級
日身体表層 国学業表層 口社会表層 口心理表層
彗身体内面 口学業内面  口社会内面 口心理内面
口空想   口未回答
表目 的僣面       内面 的側面
F増ぽe3 児童の自己概念の変容
Table3  自己概念度数分布のχ2検定の結果
4-7月
7→11月
心 理 内 面 の /
社 会 内 面 の/
絆 会 肉 面 の ソ
234.ρく00
256.ρ<00
041  aくで00 <0_01
B
?
?
?
?
?↓?↓?
「
社会表層の/
学業表層の/
学業内面の/
身体表層のィ
〈2)=1207,ρ<001 ,い理表層の/2(2)=4.73.ρ<005 ,い理内面の/'(2)=1246.ρく00
(2)=2604.ρ<001 4■会春
"口
の/2(2)=740.ρ<001 ,いヨ望議2JttOD/2(2)=902.ρ<001
(2)=604.ρ<005
(2)=524.ρ<005 増
=」
腱鶉1●の/'(2)=26.95,ρ<0.01 ,い理E電浸用10/'(2)=4703.ρ<0
め =ヽlR" ハイn nl 針全歯面″ヽ y'r,こヽ1,17 aくrrl nl
C
4-→7月
7-11月
4-11月
身‖暉餃EO/'(2)=405,ρ<005 社会表Fの/'(2)=388,ρく005 身イ本内F面の/2(2)=749.′<0.01
社会内面の/2(2)=2692.ρ<001
身体内面
`D/'(2)=759,ρ
<001 社会内面の/'(2)=509,ρ<005
心理表●の/'(2)-4_48,′く005 身体内面の/を(2)=7.37.ρ<00 学業『勺面ヽxt(2)=10.62.ρく0.0
計合肉面あ′■r, 三ヽ`A nS aイn ol ′r、コロ閃薔σゝ ν'`,=ヽ1,AO oて001
D
4-→7月
7-→9月
9-11月
ρく(005
ρく(005
ρ<005
社 会 表 層 の/=(2)=524
社 会 内 面 のχ '(2)=415
社 会 内 面 の/2(2)=44
菫 量 義 日 あ ソ =′,ヽ=A4ら IP、理 Jじ口 ″ヽ y'r,=ヽ7n5 0どn nl  ■+` 肉ヽ 面 め r,、
E
7-→9月 学 業 表 層 の/'(2)=611.ρ<005 心 理 豪 層 の/'(2
身 体 内 面 のχ '(2)=537.ρ<005 心 理 内 面 ヽx'(2
=906.ρく 001
=438,ρ<005
① 教師Bの学級 (以下B学級と略記する)とD学級、E学級は、4・7・9。11月と時
間の経過とともに徐々にカテゴリー ごとのバランスに偏りが少なくなった。
② A学級、D学級においては、表層的側面に大きな変容は見られないが、内面的側面の
カテゴリー においてはバランスがよくなつた。
③ どの学級も回を追うごとに未回答数が減った。
面.A発話出現率と自己概念の相関
A発話出現率と児童の自己概念の相関を見た結果、Figure4のようになった。
?
??
?
??
?
??
（?
）?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
（?
）?
?
?
?
?
?
?
A発話出現率と
「社会的自己の内面的側面」
y=0.1672x,0.0512
R2=0.4037
◆
′=0.64 ρく0.01     20
A発話出現率発(%)
Figure4 A発話出現率と自己概念の下位概念 (一部)
A発話出現率と
「心理的自己の表層的側面」
0ヽ●フ0        ● ●  |◆
◆
「=-0.60ρ■.01
A発話出現率(%)
の相関
◆
◆
◆
◆
y=‐0.3294x+50.325
R230.3596
カテゴリー ごとに調べたところ、8つの下位概念のうち「社会的自己の内面的側面」「学
業的自己の表層的側面」に有意な正の相関、「′い理的自己の表層的側面」に有意な負の相
関があつた。
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<考察>
① 今回のTSTの結果では、心理的自己の表層的側面を表す内容としては、「～が好き、
嫌い」という表現が非常に多い(25～45%)。このことは、梶田(1985)が児童期にはそ
の傾向が強いと述べていることに一致する。その一方で、Figure4に示したように、A
発話出現率との負の相関が見られた。このことから、学級担任のA発話によつて、「～
が好き、嫌い」といったような「自らの嗜好傾向を直情的に表現する」ことからその他
の視点に移行した可能性が考えられる。
② 社会的自己の内面的側面には、対人的関係や社会的関係において、他者評価の影響を
含んだ自己評価、自らの願望や展望、不安などの複雑な思いなどが含まれている。A発
話と「社会的自己の内面的側面」に相関が見られたことから、学級担任のA行動は、児
童の自己概念の分化・多様化に何らかの影響を及ぼすと考えられる。
③ どの学級も未回答の個数が減る傾向にある。これは、定期的な実施に伴って、要領を
得たとも考えられるが、時間の経過による成長とともに20回答できるだけの多面的な
視点を獲得たことによる変容であるととらえることもできよう。
(2)研究 1‐2
研究 1‐2は、自己調整や対人関係促進において重要だとされる自己開示に焦点を当て、
学級担任のA行動が、児童の自己開示行動にどのような影響を及ぼすのかを明らかにす
る。ここでは、自己開示を「相互のやりとりを通して、自分のことを自発的に他者に伝え
ること」ととらえる。また学級内で親しいと思う友達に、自分がどのような話題をどれく
らい話すかということを調査し、数値化したものを「自己開示度」とする。ASを自覚す
る教師の自己開示的なA発話は、児童の自己開示行動を促進すると考えられる。
<方法>
i.児童の自己開示行動についての調査
① 質問紙の作成までの手順
榎本 (1997)の自己開示質問紙 (ESDQ‐高校生 。大学生用)を参考に、4段階22項目
の質問文を作成した。その後、大学院生 (公立小、中、特別支援学校の現職教員)による
吟味を経た上で、修正を加えた。(追補3参照)
② 予備調査
平成25年11月から26年1月の約2か月間に、F tt G市内の小学校 13校、4・506
年生児童の計763名を対象に予備調査を実施した。
③ 因子分析による分類
結果を因子分析 (最尤法)にかけたところ、4因子が抽出された (Table4)。この4因
子をTable5のように、「身近な生活」「社会的展望」「自己苦悩」「対人苦悩」と名付けた。
Table4自己開示質問紙 因子分析結果     Table5 小学生自己開示内容の4因子
I(囚 子 4)
Э
“
きなもののこと(テレビ・音楽・服装・持ち物)
②休日の過ごし方や楽しみ、趣味のこと
Ⅱ 〈囚 ■1)
社 会 的 展 望
Э今の 回標 (習い事や部活動、スポーツ少年FJl)
Э興味のJ/D勉強 (教科)のこと
Э学校生活に関Jる思いや意見
Эがんぼつていることやが/vばつてよかつたこと
Э将来の夢やなりたい大人像
ⅡI(IJI■2,
rl己苦悩
|ゆ運動lltノリについての不安や/●ヽ 'み
DttJ・t成績についての不安やなやみ
D家族に対する不満べ州 望
D容姿に 〕´いてのイ■をやな 'ヽみ
Э健康についてのイ(安ヽ 。なやみ
:1刀4・I:・女ヤ1をし―Cの:1多)″)体に ,´いCの不・次
IVく囚 r3)
0人絆t/
l ll絆
「
な 友 連 の こと、友 連 関 係 の イく安 べな や み
lp失敗 して 、t,の3‐
=く
,客t,込ん だ こと
め性格ヽイメ動のネ″ラ・ィブななべ'み
め心をひどく傷 ,´Iらオしたこと
※〇内 lR tt l、予御調査における「lル,｀′tの,“い lr題Jの1嗅位
<結果>
i.自己開示行動の変容
児童の自己開示調査の結果は、Figure5のようになった。グラフは、因子群ごとの児童
の自己開示度の変容を表している。
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?
?
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?
?
?
?
?
自 己 聞 示 耐 自 己 書 お%ヽ7●0～3500 自 己M示産 r対人 書 悩 】s_oo～2500
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?
?
?己
開?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
童の自己開示度の変容 【′検定・ く0.05 ヤ:ρく0.10
k
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ヽ
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        オ//・/
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「対人苦悩」が上昇している。
‖.A発話出現率と児童の自己開示行
動の相関
相関を散布図に表すとFigure6のよ
うになり、r=o.52い<0.05)であつ
た。この結果から、A発話出現率と児童
の自己開示度には、有意な相関がある
ことが明らかにされた。
<考察>
① Figure5の各グラフの左端に位置
する4月の結果については、新学期
① B学級は、9月から11月の間の変容(以下9→11月と略記する)は、各因子ともやや下降
傾向にあるが、他の学級と比べて7月以降は全体的に自己開示度が高い。
② D学級は大きな変動はないものの、どの因子も時間の経過とともに上昇している。
③「身近な生活」については、B学級で4→7月に上昇が見られただけであつた。
④ E学級では、9→11月になるとそれまでに変容があまり見られなかった因子群の「自己苦悩」
A発話出現率と自己開示度の相関
?
?
??
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?．
#11
「篇:賀摯
??
．
卜0.52 ρく0.05
A発話出現率(%)
Figure6 A発話出現率と自己開示度の相関
奮出
11月 ● 4月▲
開始すぐであることや児童の顔ぶれが変わらないことなどから、前学年までの状況によ
る感情をほぼそのまま持ちあがつていると考えられる。また当然のことではあるが、学
校や学年、構成メンバー、そして学級担任の個性、あらゆる条件が異なるなど、様々な
要因や媒介的影響が絡むことが予測され、学級間の相対的な比較分析は容易ではない。
それよりも、このデータは時系列での変容の状態を検討することに意義を見いだせよう。
② 各児童及び学級の上下変動は多様であ Table6全体の自己開示度の変容(4→11月)
るが、4→11月の時系列で対比させ、5学
級全体での変容について ι検定を行つた。
Table6に示したように、自己開示の4因
子のすべてにおいて、4→11月の有意な上
昇変容が認められた。この結果は、おそら
く今回の協力者が、様々な分野で多様な経験を蓄積し各分野で功績を上げてきたベテラ
ン教師ばかりであり、児童の実態に応じた教育活動が展開されていることに起因すると
考えられる。しかし、そのような教師が率いる学級においても、学級担任のA発話出
月 平均値 ″ 標準信 善
平均値
●
" `値
??
田 子 避
身近生雇 ρく0011,0: 0,`
社会展望
?? ρ〈00〔
螂 ρく001
対人苦燿
51`
ρく00556` 05`
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現率と児童の自己開示行動に相関があるということは、学級担任のA行動は、児童の
ポジティブな変容をもたらす重要な要素の一つであると言えよう。
(3)研究 1‐3
ここでは、学級担任のA行動が、「児童の学級での対人関係における思い (以下学級内
関係性と呼ぶ)」 にどのような影響を及ぼすのかを検討する。学級の対人関係としては、
「対友人」「対学級集団」「対学級担任」の二つの関係性を取り上げ、それぞれにおける児
童の思いを質問紙によつて把握し、それらが学級担任のA行動とどのように関連がある
のかを明らかにしていく。
<方法>
i.学級内の関係性についての調査
① 質問紙作成までの手順
児童にとつての対象を「学級内の親しい友人」「学級集団」「学級担任」の3つに分け、
それぞれとの関係性において自己有用感、連帯感、安心感などに関わることについて、ど
う感じているかを測るために項目を作成した。内容は、大学院生 (現職教員)5名の吟味
により加筆、修正を行つた。(追補4参照)     Table7学級内関係性 因子分析結果
?????????????．??????????．?????????????‐?‐????????????。?????。????‐???
項目)と集団を自らと一体としてとらえるもの (4項 目こ撲:鷲f脇ィヒ御`ぅヵマックなa:6回の 反 復 で 回 転 が 収 束
日)とに分かれたため、後者4項目を除外した。抽出
した3因子について、1「担任信頼感」、2「自己存在感」、3「親友親密度」と呼ぶ。
④ 本調査
平成26年407・9・11月に、F tt G市立H校4～6年生、G市内の協力校2校の4・
5年生の合計 129名を対象に実施した。
② 予備調査
平成25年11月から2か月の間にG市内の小学校
13校、4・5・6年生児童の計763名を対象に予備調
査を実施した。
③ 因子分析による分類
因子分析 (最尤法)の結果、Table7のように4つ
の因子に分類された。学級集団に関わる質問につい
ては、集団における自己の存在意義に関わるもの (6
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<結果>
i.学級内関係性の変容
学級内関係性の変容の結果はFigllre7のようになった。
Figure7 【″検定による有意確率 (両側)
① 教師Bの学級(以下B学級と略記する)は、9月末までの上昇変容が顕著であつた。
② DoE学級は、大きな変容はないが、どの因子も現状維持あるいは上昇傾向が見られた。
③ どの学級も、2学期になるとすべての因子群で1学期に比べて数値が伸び悩む傾向がある
中で、2学期開始から9月末にかけてのBoE学級の自己存在感の上昇は顕著であつた。
il.A発話出現率と学級内関係性の相関
相関を調べたところ、3因子のうち「親友親密度」「自己存在感」において、有意な正
の相関があつた (Figllre8)。特に、自己存在感については、r=0,70いく .01)と強い相
関があり、学級担任のA行動による影響が大きいことが認められた。
?
?
?
?
?
A発話出現率と親友親密度の相関
R2=0.3154
●
★ °  r=0.56 pくo.ol
15    15    35    ■5   53    こ5
A発話出現率(%)
Figure8 A発話出現率と学級内関係性 (一部)の相関
15    25    35    45    55
A発話出現率(%)
A発話出現率と自己存在感の相関
26 ?
?
?
?
」
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<考察>
① 結果 liからは、A行動と学級内関係性のある側面には正の相関があり、学級担任のA
行動が児童にポジティブな影響を及ぼすこともあるということが明らかになった。
② A行動と相関のある因子であつても、その影響が表れる時期は学級によつて異なる。
B学級のように急激に変容する場合もあれば、E学級のように少しずつ変容する場合も
ある。学級の持つ特性が多様であることを示していると言えよう。
Ⅲ 研究2
研究2では、学級担任のASを査定するとともに、本人の自覚を促すことをも視野に
LETを行う。LETの体験によつて、各担任はASを自覚あるいは再認識することがで
き、揺らぎなく自分の思いを表出しやすくなると考えられる。その上で、A行動を日常
的に表出できるように意識化を促すとともに、学級担任のASが表出しやすい場面を設
定した授業プログラムを構築し実践する。これにより顕著となる学級担任のA行動が、
学級内関係性にポジティブな影響を及ぼすかどうかを検討する
<方法>
i.LETの活用
① LETの実施手順及び改編
竹西ら0013)のLETの実施方法に基づき、一部の方法やシー トを改編して実施した。
レシー ト① 生まれてからこれまでの自分史 (簡易年表)作成
トシー ト②※転機を焦点化し、自分が大切にしてきたことの整理、確認、再認識
トシー ト③ 教職についてからこれまでの自分史作成 (シー ト①と同じ様式)
レシー ト④※教師としての今の自分がどう歩んできたかをふり返り、教師として大切にし
てきたことを整理、確認する。
レシー ト⑤※「人として大切にしてきたこと」「教師として大切にしてきたこと」の重なり
KASにあたるもの)について振り返る。
※シー ト②④は文言を一部変更。シー ト⑤は、重なりの振り返り作業の後に、今現在の学
級担任としての目標 (自身と学級の児童に関わること)を記述するもの、その目標とAS
とのつながりを記述するものを追加した。(シー ト①②④⑤については、追補5参照)
研究協力者の5名の教師を対象に6月中旬に実施した。説明は、各シー トを提示しな
がら全て個別に行つた。所要時間は30分から1時間30分程度であった。
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② ASの自覚
* 各学級担任のLETの記録より、AS形成の状態を分析した。
* 「人として大切にしてきたこと」と、「教師として大切にしてきたこと」の重なりの
部分について、本人が自覚しているもの、再認識した内容について抽出した。本人の自
覚がない場合、本人の人生の歩みと、学級での「育てたい児童像の記述内容」から、重
要視していると思われるものを、関連内容として抽出した。
* 夏季休業中に、5名の教師のASを整理した内容を1学期ふり返リシー トに掲載し、
回答を得た上で半構造化面接を行い、本人の思いとの照合確認を行つた(追補6参照)。
その後、修正 。加筆したものが、研究 1‐2のTable2である。
il.A発話の意識化について
① 発話についての協議
学級担任のA行動を自覚化、意識化することによる効果性について、比較検討を行う
ため、実験群学級の担任をBoD・E、 統制群学級の担任をAoCに設定した。教師B・
DoEは8月中旬に、4・6・7月の発話録音記録の分析をふまえた協議を行つた。筆者の
考察を基に、発話の特徴やすばらしいと感じたこと、筆者自身が参考になつたことを中心
に伝えた。その後、実践者に気になることや疑問点を出してもらい、留意すればよいと思
われる点について協議し、共通理解を図つた。(追補7参照)
② A発話の意識化についての確認内容
* 朝の会、終わりの会でのA発話を、可能な限り継続的に意識化すること。
* 全体でのA発話と、活動中や学習中、遊放時の個別的なかかわり (学級担任の発話
や行動)との関連を配慮すること。
* A発話が一方向のものではなく、児童の反応を察知した上での双方向のやりとりとな
。
るように心がけ、投げかけに対する児童の思いを引き出せるようにすること。
* 学級担任が自らのASを俯厳し、児童及び学級担任自身に起こつた事象、これから経
験する事象との具体的な関連を図り、児童の多様な内省を促せるようにすること。
‖.学級担任のASを活かした授業実践
* 8月中旬、授業実践者との面接を行い、ねらいや授業展開略案について協議した。学
級担任の思いを重視し、ASを発揮しやすい場面を想定しながら進めた。その後、具体
的な視点でのやりとりを繰り返し、授業展開案を作成した。2学期開始直後にも、協議
によって児童や学級の様子を吟味しつつ、展開や発話内容について加筆・修正した。
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* 授業実施日は3学級とも9月下旬 (9月18日～26日)で、授業実践計画の概要は
Table8の通りである。(授業展開案は追補8参照)
Table8 授業実践計画の概要
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<結果>
i.A発話出現率の変容
変容はTable9のようになった。教師 B・Dは、9月
以降発話出現率が20～30%上昇した。教師Eについ
ては、調査時期全般を通して 45～55%前後で
あり、安定していた。
ii.学級内関係性の変容比較
授業実践の効果を確かめるため、7月と9月
の変容について、介入の有無による比較検討を
行つた。実践学級は授業後 (1週間以内)に調
査を実施、介入しない学級もほぼ同時期に実施
した。2×2二元配置分散分析を行つたところ、
Table9学級担任のA発話出現率 (%)
＼ *B C *D *E
4月 7_931.549.513_846.5
6月 37.012.539.30_755.2
7月 31.838.943.420.49.0
9月 29.453.045.049.856.1
1lJ目 35.959.249_145.249.4
Table10下位検定(′検0の結果
因子群 月 平 均 饉 |
?? 組
…
?
?
?
親友親密度 ■ 翻 5`
コ 07
自己存在感 ′く00
担任48H感 14: 201′く00(
?
?
?
親友親密度 -13(
自己存在 感 ● ア:
担任信 頼感 15'
※追補9グラフ参照
自己存在感において、授業実践の有無および調査時期の主効果が見られた (F(1,119=
6.19,′く0。05、F(1,112)=4.00,′く0 5)。また、交互作用も認められた(F(1,119=13.66,
ρ<0.01)。担任信頼感においては、授業実践の有無の主効果(F(1,119=11.16,′<0.0 )、
交互作用が認められた (F(1,110=6.47,′<0 05)。下位検定の結果をTable10に示す。
<考察>
① LETの6月実施により、7月のA発話出現率の上昇が予想されたが、支持されなか
つた。9月以降の上昇を見ると、LETの実施と合わせて、客観的な立場の第二者との話
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合いが学級担任の自己省察を促し、ASが表出しやすくなることが推測される。
② 結果 ‖からは、学級担任のA発話の日常的意識化やASを表出しやすい場面を設定
した授業実践によつて、一定の効果をあげることができたことがうかがえる。
Ⅳ.総合的考察と今後の課題
本研究では、オーセンティック・ リー ダーシップモデルに基づき、学級担任のA行動
が、児童にどのような影響を及ぼすかを明らかにすることを目的として進めた。
研究1では、LETによつて学級担任のASを明確にした上で、学級担任のA行動が、
児童の心理発達面 (自己概念)、行動面 (自己開示行動)、対人関係的側面 (学級内関係性)
の3側面への影響を相関関係で検討した。この結果からは、いずれも、全体あるいはカテ
ゴリー や因子群の一部に有意な相関が認められた。研究2では、学級担任のA行動の表
出を促進することを企図し、学級担任のAS自覚を促す場の設定やA行動を活かせる授
業を計画。実践することで、児童の学級内関係性へのポジティブな影響につなげられるの
か、その効果性の有無を検討した。結果からは、実践者のA行動表出が促進されA発話
出現率が上昇するとともに、学級内関係性の「自己存在感」「担任信頼感」が有意に向上
していることが認められた。
本研究の結果を総合的にとらえると、教師のA行動は児童にとつて意味ある刺激とな
り、児童の自己開示的な行動表出を誘起し、相互の反応の往還により児童の自己概念の分
化。多様化を促し、ひいては学級内関係性の向上へとつながると考えられる。この結果は、
内面的変化のプロセス(FttШel)や仮説的全体図(Figure2)の考え方に合致しており、本
研究の理論的枠組みの妥当性を示したと言える。
本研究の結果は、児童の自己形成や学級集団形成には、学級担任の「集団との相互作用
的な対話」すなわち「学級全体に向けたA発話」が有効であることを示している。教育現
場の教師は、全般的教科指導や複数の校務分掌の実務とともに、個別学習指導や教育相談、
保護者対応などの個別的な取組をもこなしており、多忙であると言われている。今回の結
果は、例えやむを得ず個別的かかわりの時間を十分には確保できない状況であつても、
「学級全体へのA発話」を教師が意識的に取り込むことが、個別的かかわりの不足を補
完できるだけの意義を持つことを表しており、教師にとつて日々 の教育的営みにおける
「精神的ゆとり」をもたらせるのではなかろう力、
今回の研究では学級全体へのA発話に焦点化したが、丹羽(1995)の指摘によると、非
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言語的コミュニケーションの活用もまた児童との関係性を築く上で効果的であり、言語以
外の行動や態度で見せるA行動、いわゆる「背中で見せる」A行動が、児童に及ぼす影
響も少なくないと考えられる。今後、全体への発話以外のA行動にも焦点を当て、児童
への影響を検討することも、学級経営的な観点から重要となるであろう。
さらに本研究は、少子化による児童数の減少という今日的な教育状況においても、重要
な示唆を与えるものである。地域によつては1学年単学級の学校が増加傾向にあり、その
弊害の一側面として対人関係の固定化や自己概念の矮小化が生じるなどのことが懸念さ
れる。しかし、本研究の結果は、対人関係経験の数的蓄積が望みにくい教育環境であつた
としても、教師のA行動によつて、対人行動の活性化や児童の多角的な自己概念の獲得
に寄与できることを明らかにした。すなわち、教師自身が適切にASを自覚しA行動と
して表出できれば、単学級であろうがなかろうが、心理的。社会的な発達をよりよく促す
学級経営が十分に可能であると言えよう。
その意味で、今後の学校現場での取組としては、個々の教師のASをよりよいリー ダー
シップとして発揮するため、校内研修や各地域の研究組織レベルでLETをツール的に活
用し、教師の内省の機会を積極的に設定することが有効であると考えられる。本研究の実
践では、筆者が第二者的な立ち位置で各教師のASについて整理したりふり返りに関与し
たりしたが、教師同士が互いのASについて語り合うことを通して進めることも可能であ
ろう。それが教師相互の人間性理解にもつながればよりよい。プライバシーを確保しつつ、
より効果的なAS研修の在り方を吟味していくことが必要となる。
今回、オーセンティック・リー ダーシップモデルは学級経営への応用が有効であること
が示されたが、本来オーセンティック・リー ダーシップは「リー ダーの道義的責任を重視
し、邪悪なリー ダーシップとフォロワーの盲従を回避することを背景に生まれたもの(柏
木,2009)」であり、信念や価値観を他者に強要してはならないことを念頭に置かねばな
らない。学級担任が児童に向けてA行動を表出する際には、権威的側面に対する細心の
注意が必要であると同時に、多元的。長期的な視野に立ち、個々の児童あるいは学級全体
に及ぼす様々な影響を想定し、日常的に自己省察を繰り返すことが欠かせないだろう。
本研究では、量的 0全体的な観点での継続的な調査・分析によつて、学級という集団に
おけるリー ダーとフォロワーの相互作用的な影響過程を明らかにしてきたが、その意義を
より高めていくためには、さらなる量的な研究の累積とともに、質的視点からのアプロー
チとして、教師の行動が具体的に児童一人一人に対してどのように影響を及ぼしているか
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を個別的に調査したり、相互作用の過程を段階的に分析したりしていく必要もあろう。今
後、本研究を土台の一つとして、児童にとつて教師にとつてよりよい学級経営の在り方に
ついて、さらに研究を進めることが要請される。
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追 補
TST実施教示文
:―
1これからみなさんにしてもらうて,rraは 小学生が自分出身についてとんなことr.知!´
2今から、|¬客HItttを配つたあとに fO IYI あなたは、どん′r′、こすか ′Jと,ヽう 1ヽい
T出|をいくつ力報 り返して瞬lきます ●1答′B紙に思いついたことを どんなことでも
か■い
=せ
んから、自分2・t・ りに 1ヽい文ヤで1,いてください
3今の自分のことこもいいですし、11.のことや1,1つと
'1の
ことで1,い です これか
',4'し
たの自分のことでt, 自分の末来のことで,,かtい■せん
4「ゎたしrt で十」「わたしIt でしたJ「わたしは で
`tあ
りません」という
`、
う
に■いてて,いいて十し 'わたしは が女|さだ」「わたしは をする」という1うな
ことで1,か十い■せん
′ν,7,たι′で, 〃のメ(プ「 /″オ ι″ ズメー:クι どで′
わたι″ スス で■ヽあ″=″し /7,た`′' 
アイズクノー ス″.//また
ノた ι″ `(イ.7rラッーる.  な」
(Ⅲ141を十ると例に引っJ(1,れるので できる限りしないでください )
5「ゎたし!■ かできる」や『わたしは か1,し
'1な
い」などCt,出てくるかt,しオt主
11んれ とにかく、しいついたことを1卜いてくださ1、
′しりこつこつ
"り
,プるここ″子できる. _●,め
'″
″,もιれな
`l″庶 鳥隻秘さ/ι`=なろ″'こι′`な` l(711′Ⅲ´ すると例に1っ■
'ら
れるので できる限りしないでくだきい )
63つのお願いがあり三十
①卜1じことをくり返して11かないてください
②うそや■ったく思つていないことはふかないてください
③次の合図までに、1,くことが
'1に
イ)わなかつた場合、1卜けなかつたところ IIと「rして 次の
「
りのところにズ●をJ:いてください.11に合わなかあってt,、 全くおllる
必要はありtせんので 思いうかんだr, 落ち■いてハいてください
71t後に、これはIi解やtちがいは全くあり■せん,また、みなさんに1卜いて1,らった
t,のは 数を集めてハソコンで処理や集‖をするので、だれが何を,1いて1,何177影響
て,ないし 成機などに(,くヽく野係あり,t=ん ですから、自
"lに
、楽しなな 71・ら自分
のことで0いついたことを1ヽいてください
【回答者からの質問に対して】
0答え方について″)雪‖りが‖1た場合lt、 rとにか く、先はどの71の■うなことについ
て 自分の好き/●・ように自
"〕
に3けばいいだけですl Jと伝えて ください
0「1答の途中で、「まだですか?J「ええり、■だあるの'7Jなどの fIえがあるか t,じ
れないが、にこや力|こ rあとちょつとこ十■,」 などと,1つて、そ′)■主続けさtt
てください.(見逝しが立たないと落ち杵かない1うな、特別に支晨の必Iなツせlltの
いるlj.合には、「20分くらいてこ・ アンケートは終わるか,,れ J リトけ′rくて ,ヽ、
だいしたうふだから、安心してね 」などと|'前に|`を力1,てください )
【質問間隔について】
0 「0帯、あなたはどんな人ですかJと質Plを言つた,`[後に、11‖lttlulをスター トして
ください.1キHlは45了少‖Iです‐
045秒たったら 「次行きま
'■
0■、あなたIiどんなノ、です力ヽ 」
追補 2 自己概念分類例
表 層 的 内 面 的
:
電
目
D一般的な「好き嫌いJの感情 )対人、社会関係に関する包播的自
ユ2知
ヨ
`
D社会的な立場、役割、行動に関す D対人、社会関係に関する思い
タ
l
`
Э学業における行動に関する事実 D学葉に関する思い
Э身体的特性、身体的行動に関する
事実
D身体的特性、行動、能力、技能に
関する思い(膵[●■E菫不要,
自己開示行動質問紙
宇色で0会雷についてのアンケー ト
ニ0アンター トは.●力0●●4`●でどのよう0こと●●Lで|●●か、全体●●●手●
'と
0
●なな皇L:う
… =じ
そな離 学歩マあτ●=●●●に0●‐17τく=ヨ
雪 需
学級内関係性質問紙
学級生活についてのアンケー
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追補5 ライフイベント・ トレイル①
【ラクイベント・トレイルЭ】 ～これまでの人生をふり返つて～
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
追補5 ライフイベント・トレイル④
l  教職につくまでのことをおたずねしま九
① 教職を意識するようになつ  ② そのときどんな気持ちだつた
た、あるいは教職をめざすきつ  か、思い出せることがあれば書
力ヽ すとなつた出来事は何です   いてみてください。
2 教師になつてからのことをおたずね しま丸
①教師になつてから、特に印象に ② そのときどんな気持ちだった
残つている出来事にはどんなこ  か、思い出せることがあれば書
「教師としての今の自分」につながつているようなできごとや気づ
きはありました力、 また、そのことが「教師としての今の自分」に、
どのような影響を与えていると思います力、 もしかまわなければ、具
体的に書いてみてくださし、
1～3をふまえて、これまでの教師としての歩みの中で、ご自分が
大切にしてきたことについて、どんなことでもかまいませんので書い
てみて下さい。
追補5 ライフイベント・ トレイル②
1 これまでの人生で、転機となったできごとにはどのようなこと
がありました力、ご自身が特に重要だと思われるものをいくつで
も挙げてみてください。
2 その時、生活上で変わつた
ことには、どのようなことが
3 気持ちの上での変化に
は、どのようなことがこと
がゑ2ましよ´L____、
72蒸
‐Lζなゝ‐ロ___、
1 l
ヽ..______0‐‐‐‐r  ｀、________‐‐‐
「人としての今の自分」につながるようなできごとや気づきは
ありました力、また、そのことが「人としての今の自分」にどの
ような影響を与えていると思います力、もしかまわなければ、具
体的に書いてみてください。
1～4をふまえて、これまでご自分が大切にしてきたことにつ
いて、どんなことでもいいので書いてみて下さい。
追補5 ライフイベント。トレイル⑤
～人として、教師として～
1 「人として」「教師として」のふり返 りの中で、「人として大切に
してきたこと」と、「教師として大切にしてきたこと」に重なること
はありました力、 番号にOを付けてください。
2 1で
'ど
ちらか とい うとそ う思 う」 「そ う思 うJの番号にOを付 け
た方におたずね します。重なることで、特 に大事だ と感 じる共通点 、
あるいは、それぞれに共通する根つこのようなものがあります力、 ご
自由:こお書きくださ0、
現在の「学級担任として」の目標を次の二つの視点で、ご自由にお
書きください。
(1)ご自身のこと       (2)育てたい学色の子 どtlの姿
2の「大切に してきた こと」 と3の「目標 (1)(2)」との関連
があれ ば、書いて くだ さい。
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面接での対話記録 (一部抜粋)
・受鶏には11で拳飲l「l.・対蔵1ィキ■ぅ
`、
いだが 仝
"歯
!r孝らr・|、かぃと思う。是非は別問題として、どちらかというと担任主導で厳しく引つ張つてきた方だ
ようが、学年始めの児童の様子を見て、まずそうすることから始めるのがよいのではないかと思つた。
ずいぶん子どもたちが、
された。そこは、どうl
での友達に対して、あるいは先生に対 して積極性が出てきたように見受けられる。子どもたちの印象が大きく変わつたことに驚
。そこが難しいところである。 ・ますは内にこもりがらな個々を、できるllIり遠慮なく何でも話せる雰囲気にしていきたかつた。
・自分の気持ちにゆとりがないときには、イライラして必要以上に叱つてしまったりもしたこともあつたが、何とか自分の中でコントロー ルしながらここ
まできている。
先生が「思つていることを相手に伝えるJということを大切にされて、子どもたちに様々な刺激を与えていると う。 しかし、児童の実態によつては、自分の思
Rうたしたりしてしまうことt、大いに
「自分の思いを伝える中で人間関係を築いていくことJも、先生の信念の一つと言えるのではない力、
。自分はそういう面で苦労してきた。ただ壺んでしまって苦しいからと言つてその姿勢を壼えるつもりはないし、今もそうしている。結果的に、そのこと
ll~■策下線 :学経の謹臨に関する●●  oゴシック体 :ASに関すること  ○下線 :自己省察に関すること |
質問紙の集計結果から、仲の良い友達との親密度や担任に対する信頼感が向上、自己を開示する傾向が促進されている。理由として考えられることがある力、
・ はつきりとしたことは分からない。
・HJ担任やこれまでかかわりのあつた教師から、「いい子たちl rゃりやすいクラス|と聞いてお り、確力ヽ こ学級経営面ではそうかも知れないと思つた。
・とりあえず、教師に本音を含めて言いたいことを言える雰囲気をつくるべきだと思つた
・全体の場での語りや、個々の子どもたちのつぶやきへの応対などの場面で、こどユニムが
・ 自分が来る前から子どもたちを9JIつている人がそう思うなら、そうかも知れない。だとす凛 ま、自分が意図していた今学期のねらいはある程度達成できた面も
るのかも知れない。ただ、まだ「学級の中でだけの変化Jにとどまつている感はある。
・全校集会や委員会活動、縦割 り活動の様子を見ていると、まだまだ恥ずかしいのか勇気が出せないのか、
。とても重要であるが、難しいところでは
。自分自身も、これまで
・思つていることを抑えたままでは伝わらないし、そのまま集かれた人間目係は「なあなあ」でしかなく、大きな意味は持たないと思う。雰囲気を
ケるのは必要だが、空気を読むばかりで「事なかれ主義」に流されていくのは、それこそ自分らしさを捨てるようなものだと思う。
・今のクラスは、これまでの学級経営のあり方の影響なのか、それともそういう資質の子どもがたまたま集まつているの力li分からないが、そういう傾向がある
で 、 口 い を 相 工
`‐
← ,ス ー ルめ キ l‐ll大を /1p l`せ蔵 ド姉 ^ィt久ぃ ■ ぃ と 思 つ て い る 。
・確力ヽこ、中には時と場合によつて相手を見下したような言動をとつてしまうことがある児童もいる。相手を●つけたり、頭から否定したりする言勁は、何
オーセンティック発話に関する確認内容
教 師 教自耐 教師D 教師E
?
?
?
?
?
○常にジョークを交えるなど、和
やかな雰囲気での発話である。
○子どもの様子によつては、大き
な声でにぎやかに場を盛り上げる
こともある。
○話 しぶ りに、抑揚があり感情的
な思いを出すことが多い。
○話す内容を事前に決め、計画に
沿つて話している感 じである。
(教育雑誌などを参考に話す。)
○落ち着いた雰囲気の中での子ど
もがゆつたりと聞くことができる
ような発話となっているが、やや
機械的に話す。
○子どもとの距離感の近さを感じ
させる、やわらかな語り口調。
○子どもの反応を細かく拾い上げ
ようとするなど、対話しているよ
うな雰囲気がある。
○学級目標 (キー ワー ド)との関
連の深い話が多い。
?
?
?
?
?
○子どもにとって興味深い話題か
らのアプローチが多く、子どもの
「聞こう」という意欲をかきたて
る内容となっている。
○語りの感情表現が豊かで、めり
はりがあり、子どもの反応を喚起
しやすい。全体の語りの中で、
個々とのやりとりの場面が頻繁に
ある。
○伝達事項を精選することで、限
られた発話時間をしっかり確保で
きていている。
○話す内容が、実生活に結びつけ
やすいものになっており、毎日
様々な角度からの話が選ばれてい
て、子どもにとって飽きにくい語
りとなつている。
○話し方が伝達ではなく「対話」
を意識した感じであり、聞かされ
ているというより問いかけられて
いる気持ちになるのがよい。
○自分の伝えたいことだけを前面
に出すのではなく、投げかけに対
する子どもの反応を受けての語り
になっている。
?
?
?
●児童の「おふざけ発言」に過剰
反応することがあり、収拾がつき
きれず騒然としたまま授業に入る
ことがある。できれば対話的なや
りとりになるよう心がけたい。
●教師と児童との個別的なやりと
りは他の教師との間にはない親密
さが感じられる。このこととAS
とのつながりが分かるような「全
体発話」にすることもできる。
●学担としての教示的な発話をす
るなかで、聞く子どもの反応の表
出を受けてや りとりをしたりする
など、相互作用があるとよいので
はないか。
●発話内容 (話題)に対して、教
師自身が第二者的な立ち位置で話
すことが多い。場合によっては、
自身の考えや情動 (AS)を表出
する発話があつてもよい。
●学級目標の言葉を多用するた
め、思考停止ワードとなつてしま
う可能性もある。いつたん学校生
活から離れた視点からのアプロー
チもできるのではないか。
●児童に発話させたいがために、
思考途中の子どもをつい指名する
傾向がある。つぶやきでもいいの
で、あくまでも主体的な反応を待
つようにしたい。
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追補8  授業展開案①
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